
カー ゴの組立 て
82の 前 後 に 注 意 して組 立 て ,す

G)ラ イトカーキ

《)オリープドラブ 延)ly,ブ

C)り ;:ラ
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A部品

1 操経帯
2 シャーシー

3 ホディー右

4 ボディー左

6 ボンネ ット

3 シ ャーシー部品

7 うジエー ター´ヽネル

8 ウイン トシール ド

9 計器板

0 卒輪

リヤーディウ ,レ ンシ

12 フロン トディファレン

シ ャ ル
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16^ッ クミラー

ロ 座席

8 補助タンク

19 ブラ ンクアウ トライ ト

20 シフ トレパー

2 弾薬箱

B部品

| カーゴシャーシー

2 カーゴ

8 スプラ ンシ ,ボ ~ト

` 
スペラ ンシユボ ~ド

6 スプ リング

6 車輪

7 補助タンク

2 ,ミ リ担

8 防禦板

4 砲支 l・IA
5 砲支柱 8
6 テ リスコープ

, スプラ ンシ‐ボ ~ド

8 ランアルルーラー

, アーム

o アーム

車輪

A BC人 形各 2体

フロントスプリング
リヤースプリング   C部 品
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部 の小 型偵栞 1'開 発委員

会 は1940年 6,1■ の よ うな仕 l・.書ク,

入|し 案 内 を各 メー カーにたも した

仕様書 の内容 は 車輛 重礎 585■ 8

■ 砒量 2701g ホ イル｀ ― ス 203‐

トレ ′F l19前  エ ンプンは最 :氏40

ヽ 力  し力 も この 中 を
'5日

(70台 製

作  又量 初の 1,車 を49日 で陸 41に

収 め るとい う条件の もの で した こ

′tに 対 し
'メ

リカン^ン タ′社 |よ カ

ー ,●  K プロベ ス トlk iⅢ を中 しに

今 日の ジー プの原型 ともい うべ きテ

ス ト用の 1,卓 を完 成 しま した.又
ウ ,リ スオー ′`一 ラ ン ド社 はH局 ■

に ウ ィリスタォー トとlr fれ る
`虫

自

のプ ロ トタイプ を納 入  フ ォー ドは

ウ ィリスよ りや やお (れ て テ ス トF
を陸 軍 に納 入 しま した 陸 軍 は1941

年 3月 に各社 がプ ロ トタィブか ら改

良 したフ ィー ドCP ウ ィリスMA
六 ンタ′ BRCを それ ぞれ 1500お

発注 しま した  7,1に は各社 の モデ

ル を統 合 した ジープ が16000台  ゥ

,リ ス オー パ‐―ラ ン ド社 に発注 され

ま した この ブー プは基本的 には ウ

ィリスMAと 同 しです が  ラ ジエー

ター タ 1ル だけは フ ォー ドGP=似
ていま した 最初 の25308台 はは こ

の ラフエ  タ ーグ ,ル を使 用 しま し

たが その後 の■と 型 は
'本

ミ ′の

特徴 あ るプ レスの ラ ジ エー ター クリ

ル を使 用 しま した この 1て は軍 の正

式 名 をTRUCK COMMAND
RECONNAISSANCE l,4
TON 4× 4(WILL YS―
OVERLAND MODEL MB
●●d FORD GPW)と tr■ lょ

れ シープの名 を世 ..中 に ひろめ 世

界 中の ブ ープ タ ィプの車の輌流 とな

っ た・|です.生 産 台数 は ウ ェリスが

361349台  フ ィー トが27?●6● (
す

くウ ィ リスMB主 ■ デー ター,

乗員 :2-4名  重■ :1377■

全長 : 3 
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Ⅲ  全幅 : | "5・ ●

全商 :1320ヽ ハンドル の最 高 まで )

中
=重

■ :37鴨対 戦車砲 1/4ト ン

トレー ラー 450″

エ ンシ ン :」 ヘ ッ ト 4気筒 4サ イクル

最 高 山力 :54馬 力 (4000回颯 )

最高速 度 : 05愚′h

登坂 力 i OO%

(ウ ィ リスMBに つ いて )



(粒てるまえに,         〈塗装について〉
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ら iホ に従 ,(摯作 し

て ヽさい

。部11を ランナから切りはなす

1,ま ニッバー スはヵ ッターを使

ってていねいに切りとってくだ

さい        1図 11
●,F11を Ulり とつた部分けヤスリ

でイt上 げておきましょう1国 21
●,娑 着ilは あまり多くつけすぎな

ぃてくださぃ

モデl助■―

プラステックモデルをよりヽしくする

ために″.l品 を,共 し(く ださい

0-①の番号よモデルカラーの各りで

, ■ははい部分を′る「 ■と 小さ

を,「サを ,る lIIを 用意し′る部分に

よって使いわけましょう
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o7ミ リ砲Ol■立0つ

(接着 剤 は つ け ない )

37ミ リ砲の亜 立 て(2)

オ リープ ドラブ

した トライ´ヽ一で
や さつぶす

つ 可■l

棘 着 剤 まつけ な い
)

ォ リープ

ドラブ

つや消 し県

口 1 C2を CSの シ ャ フ トヽ通
し C`を C5に 接■ しま

す  Clに C,を 接着 し
=す  C`の シ ャ フ トに CO

C9を さ し込 み先 端 をや さ
つ ま します  C6 C8を
接蒼 します  (取 付 角度 は

側 面 図 参考 の こと )
本 体 を● オ リー プ ドラ フで

塗 装 して 力 ら C  C3を
接着 します

完 成写真

囲 3 サ スペ ンシ ョン A3(長 い

もの )と A`(短 ぃ もの )

が あ ります 力 ら,i意 して取

リイ十で,ま す
A  A2も 前  後 が あ

'ますか ら 生意 して くだ さい

Alo A14

完成写 真

(小 さな 部 品 の 接 意 に は ビ ンセ ′

卜を利 用 す る と便 利 で す ) )

図 4 Alに A3 A`を 接 薔 し

,す  栂立 て たがデ ィー に

A`を 接 着 し」す  Asを
つや有 りの黒 で  文 A2oの
/プの部 分 をつ や有 りの黒

で 塗装 してボ デ ィー に■

着 します

■人 形 を榮 せ る場合 は A15(′ ンヽ

ドル )を あ と力 ら接 着 します

A12 All

シープ  シャーシーの IIl立て

A13(長 い)

All

2

ォ リープ トラブ

ボデ ィーの組 立 て

② 彙

ノー プ完成写真
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A17

《)オ リープドラブ
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つや消 し熟

ウ イ ン ドの 組 立 て
可 動

☆三面図 を手考に
とりつけ _● す。

図 5 シャーシに 4で粗立 てたボ
ディーを接iし ます
ラジエー タークリル(A7)
をホティー ンや―シーに
接着 します シー ト(A7)
′` ′ク

=ラ
ー(A3)ぉ ょび

ブラ ′クアウ トライ ト(A9)
を接itま す
ホ ンネ ット(A5)の 襄面に
計器板(A9,を 経着 してか
ら ボディーに とりつけま
す
タィャ(AЮ )を シャーシー
●警着 します

完成写真

図 0 人形 をの せ る場 合 は図 の よ
う =足 を切 0と り

=す

支 成写真


